
①ＣＴＴ３「AI」授業計画 

㛗ᒸ高校 ＳＳＲＡ・ＳＳＲⅠ                          

 

Ｃ㹒㹒３ 「Ａ㹇（人ᕤ▱能）」ᤵᴗ計⏬（ᤵᴗ３᫬㛫） 

 

 

ཧ考：Ｃ㹒㹒㸹クリティカルシンキングトレーニング 

�
ࠗＳＳ㹐㸿࠘㸪ࠗＳＳ㹐Ⅰ࠘の┠ⓗ・期ᚅࢀࡉるຠᯝ� 㸦⏦ㄳ᭩よࡾ㸧 

  情報活用や，ᩍ科科目のᯟを㉸えた内容をᢅ࠸，論理的思考力・批判的思考力を㣴࠺ことで，課題研究を⾜࠺たࡵ

の基礎的技能と思考力等を身にࡘける。 

 

「Ｃ㹒㹒」 

・論理的思考力・批判的思考力を㣴࠺たࡵのプログラムを඲校体ไで実᪋する。 

・㈨ᩱをㄞࡳ，㈨ᩱに対しての⮬らの考えをせ⣙し，ࡑれをᑠグループで発表し┦஫ホ౯すると࠺࠸㐣⛬を」数ᅇ⤒

㦂ࡏࡉる。 

ከゅ的・ከ㠃的，」ྜ的などⅬで஦，࠸⾜の㈨ᩱに対して」数ᩍ科のᩍဨが␗なるどⅬでの解ㄝをࡘ୍，の㒔度ࡑ・

象をとらえる力を㣴࠺。 

・せ⣙を実㝿に᭩ࡃことで表⌧力や論理的思考力を向上ࡏࡉる。 

・発表では「㹇Ｃ㹃ࣔデル」を活用したルーࣈリックにより生徒㛫での┦஫ホ౯を⾜࠺。 

た思考スキル，また，㹉㹈ἲ等，発᝿の発ᩓ㺃཰᮰の᪉࠸ーン等の思考ツールを用࣎ィッシュࣇ，プトマップࢭンࢥ・

ἲを学ࡪ。 

・㈨ᩱはᅜ語科，ᆅṔ・බẸ科，数学科，理科，英語科，ᐙᗞ科な࡝」数ᩍ科が連携してస成する。 

 

  

 

Ｃ㹒㹒の୰でのᣦᑟの位⨨࡙け 

Ｃ㹒㹒の３ᒎ㛤目のᤵᴗである。１ᒎ㛤目は᭩き᪉に࠸ࡘてᅜ語のᩍဨからのᣦᑟが⾜ࢃれた。 

２ᒎ㛤目ではࠊබẸ科ࠊ理科（生≀）のᩍဨから「生࿨೔理」に࠸ࡘてのពぢに対しࠊ実㝿に཯論

を᭩ࡃ⦎⩦を⾜った。௒ᅇはูのテーマに対しࠊ཯論を᭩ࡃ⦎⩦をする。 

 

 

ᣦᑟ内容のᴫせ ： Ａ㹇（人ᕤ▱能）に㛵する文❶をࡶとにして཯論を᭩ࡃ。 

   ձ（１᫬㛫目）཯論を᭩ࡃにあたってᅜ語科，数学科のᩍဨから考えるたࡵの情報を学ࡪ。 

   ղ（２᫬㛫目）実㝿に཯論を᭩6）。ࡃ�� Ꮠから 8�� Ꮠ） 

   ճ（２᫬㛫目～３᫬㛫目）᭩きあがった཯論を࠾஫࠸にㄞࢇでホ౯し，Ύ᭩する。 

 

 

 ᣦᑟ上の␃ពⅬ 

Ａ㹇（人ᕤ▱能）に࠸ࡘてはࠊከࡃの人がࡑれを推進するពぢや཯対するពぢを㏙࡭て࠸る。࡝

るၥ題で࠸な⤖論がฟて࠺よ࠺࠸と࠸けのពぢがṇしࡔらか୍᪉ࡕ࡝ࠊ理⏤がありࡶらのពぢにࡕ

はな࠸。またࠊ技術的にこのඛ࡝のよ࠺に進Ṍしてࡃ࠸のか୙㏱᫂な㒊分ࡶከࡃ。生徒の▱㆑᩿ࡶ

∦的なࡶのであると考えられる。 

௒ᅇのᤵᴗでは཯論を学ࡪᤵᴗの題材として୍ࠊ ᪉のពぢをࡶとに཯論を᭩ࡃよ࠺にᣦᑟして࠸

るがࠊಶ人の❧ሙや考え᪉な࡝により⮬分のពぢとは␗なるពぢࡶあることに␃ពࡏࡉた࠸。またࠊ

本ᣦᑟを通してࠊこれからồࡵられる人材・能力な࡝に࠸ࡘてࡶ考えるዎᶵとした࠸。 
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①ＣＴＴ３「AI」授業計画 

〇課題文࠙௨ୗࠊＣ㹒㹒３㸫１とグ㍕ࠚ 

 「Ａ㹇で௙஦はなࡃならな࠸」 

 ᏳᏯ࿴人Ặ（ࣖࣇー・ࢳーࣇストラテジーࣇ࢜ィサー）の論考 

 インࢱーࢿットグ஦ ࣅジࢿスインサイࢲージャࣃン ２㸮１７年２月１４᪥ 

 

 

〇ཧ考㈨ᩱ࠙௨ୗࠊＣ㹒㹒３㸫２  ࠚＣ㹒㹒３㸫３とグ㍕ࠊの㈨ᩱ࠙௨ୗࡵ཯論のたࠊࠚ

 「ᖹ成２㸶年∧情報通ಙⓑ᭩」（⥲ົ┬） 

 「Ａ㹇（人ᕤ▱能）まるࢃかり」（ྂ᫂ᆅṇಇ・㛗㇂ె᫂ⴭ㸭᪥⤒文ᗜ） 

 「人ᕤ▱能がよ～ࢃࡃかる本」（⚄ᓮὒ἞ⴭ㸭⚽࿴システム） 

 「数理科学」（サイエンス♫） 

 新の新⪺グ஦᭱ࠊの௚ࡑ

 

 

〇ホ౯に࠸ࡘて 

   ᤵᴗᚋに生徒はୗ᭩き・ホ౯表・Ύ᭩をᥦฟする。このᥦฟ≀でᢸᙜ⪅はホ౯する。 

 

ホ౯の࣏イント 

 す࡭てのᥦฟ≀がฟࡉれて࠸る。 

 生徒からの࠾஫࠸のホ౯をཧ考にする。 

     ᩍဨはΎ᭩をㄞࡳ，ホ౯ࡉれた࣏イントがᨵၿࡉれて࠸るのか☜ㄆする。 

     ͤできるࡔけ᪩ࡃ生徒に㏉༷する。Ѝ ࣏ート࢛ࣇリ࡬࢜              

 

 

㹙ཧ考 ⏦ㄳ᭩より㹛 

 
 ホ౯᪉ἲの研究ۑ
・ 『ＳＳＲＡ』，『ＳＳＲＢ』，『ＳＳＲＣ』と࠺࠸新たな学校設定科目を設⨨す

るにあたり，ホ౯᪉ἲの研究ࡶ実᪋する。 
・ ᑗ᮶に࠸࠾て主体的に学び⥆ける人材を育成するたࡵに，⮬ᕫホ౯を㔜どする。 
・ 本校で第２期ᣦ定期㛫୰にస成した学校⊂⮬のルーࣈリックを用࠸て，課題研究

発表会な࡝での生徒による⮬ᕫホ౯・௚⪅ホ౯を実᪋する。 
イルを活用してసရやసရに㛵する⮬ᕫホ౯の࢓ࣇ，ࡶに㛵して࢜リ࢛ࣇート࣏ ・

グ㘓やᩍဨによるホ౯のグ㘓をṧすྲྀ組を⥆ける。 
・ ඲ᅜのＳＳＨᣦ定校の「ルーࣈリック」や「࣏ート࢛ࣇリ࢜」な࡝ከᵝなホ౯᪉

ἲに࠸ࡘてㄪᰝをしながら，本校のホ౯᪉ἲをᨵၿする。 
・ ௒ᅇ，これらのホ౯にຍえて「㹇Ｃ㹃ࣔデル」を活用したホ౯᪉ἲの研究を⾜࠺。

「㹇Ｃ㹃ࣔデル」は㹇(,Geas)：基礎的▱㆑，Ｃ(&RQQecWLRQs)：基礎的▱㆑㛫のࡘ
ながり，㹃(([WeQsLRQs)：▱のᛂ用の３ࡘの␗なるレベルでのホ౯をࡶとに㹇Ｃ㹃
ࡶて活用する࠸࠾表をస成し，ホ౯と学⩦の୧㠃にࢻーࢲンࢱーマンス・ス࢛ࣇࣃ
のである。 

・ これらのᵝࠎなホ౯᪉ἲを活用することで，きࡵ⣽か࠸研究ᣦᑟと生徒୍人୍人
の課題解決力の☜実なఙ㛗を図る。 

・ ホ౯に㛵するᩍဨ研ಟをእ㒊からの講ᖌをᣍ࠸て定期的に実᪋する。 
�
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①ＣＴＴ３「AI」授業計画 

ＣＴＴ３ ᤵᴗ᱌（ᤵᴗはクラスࡈとにᅜ語科と数学科の୰で決ࡵたᢸᙜ⪅が進⾜する） 

 

１᫬㛫目（55 分） 

㡯目 ᤵᴗ内容 ␃ពⅬ 

ᑟධ 

（2 分） 

 主にᅜ語 

ᤵᴗの内容目的のㄝ᫂ 

「཯論することで論理的に≀஦を考える力を㣴

 「ことが目的࠺

「考える材ᩱとしてＡ㹇（人ᕤ▱能）を฼用す

る」 

「この課題は㈶成の❧ሙの人と཯対の❧ሙの人

が࠸て，ࡕ࡝らの考えの人の考え᪉ࡶᑛ㔜ࡉれ

る࡭きࡶのである」 

「௒᪥は཯論を考えるたࡵに୍᪉のពぢを⤂௓

するが，ࡳなࢇࡉにはこれをᶵ会に཮᪉の主ᙇ

に⪥をഴけて࡯し࠸」 

 

課題文：「Ａ㹇で௙஦はなࡃならな࠸」（ࣅジࢿ

スインサイࢲージャࣃン）㓄ᕸ㹁㹒㹒３㸫㸯 

ᤵᴗではᥦ♧ࡉれた課題文に対

しての཯論を᭩ࡃが，決して課

題文の考え᪉が㛫㐪って࠸ると

る࠸として࠺ことをᩍえよ࠺࠸

のではな࠸ことを᫂☜にする。 

 

ͤฟḞ≧ἣの࢙ࢳック 

ᒎ㛤１ 

（15 分） 

 主に数学 

数学科のᩍဨが「Ａ㹇（人ᕤ▱能）」に࠸ࡘての

基礎▱㆑のプリントをㄞࡴよ࠺にᣦ♧する。 

㹁㹒㹒３㸫㸰㸦３ࢪ࣮࣌㸧㸪㹁㹒㹒３㸫３㸦㸰࣌

 ：イント࣏㸧 㓄付 内容のࢪ࣮

・Ａ㹇（人ᕤ▱能）とは 

 な技術か࠺のよ࡝・

・ᛂ用஦౛な࡝ 

数学科のᩍဨがＡ㹇に࠸ࡘてㄝ᫂する。 

 

 

ᒎ㛤２ 

（1� 分） 

主にᅜ語 

各⮬で課題文㹁㹒㹒３㸫㸯をㄞࡴ。 

課題文の理解をຓけるၥ࠸を解ࡃ。 

 

ᒎ㛤３ 

（15 分） 

ᅜ語 

数学 

ᅜ語科のᩍဨが「Ａ㹇」に࠸ࡘて課題文㹁㹒㹒

３㸫㸯に対するㄝ᫂を⾜࠺。 

数学科のᩍဨが㈨ᩱのㄞྲྀࡳり㹁㹒㹒３㸫３に

 。࠺⾜てのㄝ᫂を࠸ࡘ

 

ᒎ㛤４ 

（1� 分） 

主にᅜ語 

・４人⛬度のグループをసって࠾஫࠸に㈨ᩱの

内容を理解できて࠸るのか☜ㄆしྜ࠺。 

ࠊな཯論が考えられるのかを᳨ウし࠺のよ࡝・

プリント㹁㹒㹒３㸫３にグධする。 

・௦表グループに࡝のよ࠺なពぢがฟたのか☜

ㄆする。 

ᩍဨ࡬の質ၥཷࡶけ付ける。 

᫬㛫が㊊りな࠸ሙྜはࠊ次ᅇま

でに各⮬で考えてࡃ࠾よ࠺にᣦ

♧する。 

まとࡵ 

（3 分） 

主にᅜ語 

次ᅇの内容の⤂௓ 

この㈨ᩱに基࡙࠸て཯論を᭩ࡃことをㄝ᫂ 

て࡭らに⮬分⮬身で㈨ᩱをㄪࡉ

 。ᣦᑟするࡶることࡃ

Ḟᖍ⪅࡬の対ᛂ：㓄ᕸ㈨ᩱをΏし，次ᅇまでに各⮬でㄞࢇでࡃ࠾よ࠺にᣦᑟする。  
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①ＣＴＴ３「AI」授業計画 

２᫬㛫目 

㡯目 ᤵᴗ内容 ␃ពⅬ 

ᑟධ 

（5 分） 

๓ᅇのᤵᴗを☜ㄆする。 

㈨ᩱが࢓ࣇイルに⥛ࡌられて࠸ることを☜ㄆす

る。 

ホ౯用⣬とཎ✏用⣬を㓄ᕸする。 

ཎ✏用⣬はᶓ᭩きの 8�� Ꮠ 

 

ᒎ㛤１ 

（45 分） 

཯論を᭩ࡃ。 

実㝿にཎ✏用⣬（㓄付）㹁㹒㹒３㸫㸲に཯論を

᭩࠸てࡳる。       Ќ 

CTT1（書き方）と同様のもの 

論理的に཯論すると࠺࠸ことを

☜ㄆする。 

᪩ࢃ⤊ࡃった生徒にはㄞࡳ㏉し

てࡳることやホ౯の࣏イントを

踏まえて࠸るのかを☜ㄆࡏࡉ

る。 

大ᆺࢱイマーで᫬㛫表♧する。 

まとࡵ 

（5 分） 

次ᅇはࠊグループ内で஫࠸にホ౯しあ࠺ことを

ㄝ᫂する。 

᭩き⤊ࢃらな࠸生徒は期限まで

に᭩࠸てࡃるよ࠺にᣦᑟする。 

Ḟᖍ⪅࡬の対ᛂ：㓄ᕸ㈨ᩱをࡶとに，次ᅇまでにཎ✏をస成するよ࠺にᣦᑟする。  

 

 

 

 

 

 

３᫬㛫目 

㡯目 ᤵᴗ内容 ␃ពⅬ 

ᑟධ 

（2 分） 

๓ᅇのᤵᴗで᭩࠸たཎ✏があることを☜ㄆ。 

論理的に཯論することを☜ㄆする。 

᭩࠸たཎ✏をᛀれてきた生徒に

⾜けをࡔては௚⪅のホ౯࠸ࡘ

 。࠺

ᒎ㛤１ 

（3� 分） 

4 人୍組のグループをసる。 

グループ内で஫࠸に論文をㄞࡳあ࠸，ホ౯する。 

 

ཎ✏用⣬とホ౯表をࢭットにしてグループ内の

⮬分௨እの人にΏす。 

ㄞࢇでホ౯する。（6 分�1） 

᭱ᚋに⮬ᕫホ౯を実᪋する。（6 分�1） 

Ḟᖍな࡝で࠺まࡃグループをస

れな࠸ሙྜにはグループを解体

てูの組に๭り᣺る。3ࡏࡉ 人௨

上のホ౯をᡭにධれるたࡵ。 

 

大ᆺࢱイマーで᫬㛫表♧する。 

ᒎ㛤２ 

（2� 分） 

⮬分⮬身のホ౯をࡶとにΎ᭩する。  

まとࡵ 

（3 分） 

ཎ✏・ホ౯表・Ύ᭩を 1 組にしてᥦฟする。 

 

Ύ᭩が⤊ࢃらな࠸ሙྜには 1 㐌

㛫௨内にᢸᙜ⪅にᥦฟすること

をᣦ♧する。 
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࠙課題ᩥ、ཧ⪃㈨ᩱをㄞ࡛ࢇ௨ୗのၥ࠸に⟅࠼なࠋࠚ࠸ࡉ �

ձ  課題文の主ᙇは࡝のよ࠺なことですか。 

  

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙㸰ᅇ┠のᤵᴗ࡬の‽ഛࠚ�

 ２ᅇ目のᤵᴗでは課題文に対して཯論を᭩きます。グループで௒ᅇのᤵᴗに࠸ࡘてࢃࠊかったことࢃࠊ

からなかったことをᩚ理してࠊ཯論を᭩けるよ࠺に‽ഛをしまし࠺ࡻ。 

ࡑのᩍ育は≦⌧ࠊな力がᚲせになりますか。また࠺のよ࡝ࠊにはࡃᴗにᑵ⫋࠸ᴗの௦᭰ྍ能性のప⫋ی 

の力を㣴って࠸ると࠸えるか考えてࡳて࠸ࡉࡔࡃ。 

 

ղ  ⫋ᴗ௦᭰のྍ能性が高࠸⫋ᴗとప࠸⫋ᴗはࡑれࡒれ࡝ࠊのよ࠺な≉ᚩがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ͤ１ ཯論を᭩ࡃたࡵに⮬分でࡶ㈨ᩱを探すな࡝の‽ഛをしてきて࠸ࡉࡔࡃ。 

 ͤ２ 㓄付したプリントは࢛ࣇルࢲーに⥛ࡌてࠊ次ᅇのᤵᴗ᫬にᚲࡎᣢཧして࠸ࡉࡔࡃ。 

࣓ࣔ�
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࠙課題ᩥ、ཧ⪃㈨ᩱをㄞ࡛ࢇ௨ୗのၥ࠸に⟅࠼なࠋࠚ࠸ࡉ �

ձ  課題文の主ᙇは࡝のよ࠺なことですか。 

  

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙㸰ᅇ┠のᤵᴗ࡬の‽ഛࠚ�

 ２ᅇ目のᤵᴗでは課題文に対して཯論を᭩きます。グループで௒ᅇのᤵᴗに࠸ࡘてࢃࠊかったことࢃࠊ

からなかったことをᩚ理してࠊ཯論を᭩けるよ࠺に‽ഛをしまし࠺ࡻ。 

ࡑのᩍ育は≦⌧ࠊな力がᚲせになりますか。また࠺のよ࡝ࠊにはࡃᴗにᑵ⫋࠸ᴗの௦᭰ྍ能性のప⫋ی 

の力を㣴って࠸ると࠸えるか考えてࡳて࠸ࡉࡔࡃ。 

 

ղ  ⫋ᴗ௦᭰のྍ能性が高࠸⫋ᴗとప࠸⫋ᴗはࡑれࡒれ࡝ࠊのよ࠺な≉ᚩがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ͤ１ ཯論を᭩ࡃたࡵに⮬分でࡶ㈨ᩱを探すな࡝の‽ഛをしてきて࠸ࡉࡔࡃ。 

 ͤ２ 㓄付したプリントは࢛ࣇルࢲーに⥛ࡌてࠊ次ᅇのᤵᴗ᫬にᚲࡎᣢཧして࠸ࡉࡔࡃ。 

࣓ࣔ�

反論の型

○反論の型を参考に、反論を書いてみよう。

私は、筆者の意見に反対である。 【自分の立場の表明】

筆者は、

【事情（問題）の説明】

ＣＴＴ３－３「①課題文の主張」をもとに筆者の主張をまとめよう。 【反論する箇所の引用】

と主張している。

しかし、この考えはおかしい。 【反論】

ＣＴＴ３－３「反論のための資料」や自分で調べたことをもとに反論を書こう。

このように考えて、私は筆者の主張に反対する 【まとめ】
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㹁㹒㹒３「㸿㹇㸦人ᕤ▱⬟㸧」ホ౯⾲ 1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ）       
ホ౯⪅㸯                                1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ） 

㻌 Ｉ(Ideas)  

基礎的知識 

Ｃ(Connections) 

基礎的知識間のつながり 

Ｅ(Extensions) 

知の応用 

ཎ✏用⣬の౑࠸᪉ 

᭩き᪉な࡝ 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の౑࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

᥋⥆モを౑って࠸る。また，౑࠸᪉が論理をㄝ

᫂するのに㐺ษである。 

１ᒎ㛤目で学⩦したことが生かࡉれて，཯論の文

❶が᭩かれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論理的なㄝ᫂のできるドᣐが

 。るか࠸れてࡉ♧

ドᣐをあࡆて࠸る。 ドᣐを㐺ษに解㔘して論理的にㄝ᫂して࠸る。 ⮬分⮬身の考えをドᣐにࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

཯論に࠸ࡘて ┦ᡭの考えを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ┦ᡭの考えに࠸ࡘて論◚できて࠸る。 ⮬分の考えが論理的に♧ࡉれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑・理解 人ᕤ▱能に㛵する用語が㐺ษに౑ࢃれて࠸

る。 

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑をࡶとにしてグ㏙して

 。る࠸

ᤵᴗ内で学ࡔࢇ人ᕤ▱能に㛵する▱㆑௨እにࡶ

⮬身が学⩦してきたことをࡶとにグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

グラࣇのㄞྲྀࡳり グラࣇのㄞྲྀࡳりができる。 グラࣇのㄞྲྀࡳりを཯論に活用して࠸る。 ⮬身の考えとㄞྲྀࡳりをࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

 �ント   ྜ計Ⅼ      㸭3࣓ࢥ

 

ホ౯⪅㸰                                1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ） 

㻌 Ｉ(基礎的知識) Ｃ(基礎的知識間のつながり) Ｅ(知の応用) 

ཎ✏用⣬の౑࠸᪉ 

᭩き᪉な࡝ 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の౑࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

᥋⥆モを౑って࠸る。また，౑࠸᪉が論理をㄝ

᫂するのに㐺ษである。 

１ᒎ㛤目で学⩦したことが生かࡉれて，཯論の文

❶が᭩かれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論理的なㄝ᫂のできるドᣐが

 。るか࠸れてࡉ♧

ドᣐをあࡆて࠸る。 ドᣐを㐺ษに解㔘して論理的にㄝ᫂して࠸る。 ⮬分⮬身の考えをドᣐにࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

཯論に࠸ࡘて ┦ᡭの考えを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ┦ᡭの考えに࠸ࡘて論◚できて࠸る。 ⮬分の考えが論理的に♧ࡉれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑・理解 人ᕤ▱能に㛵する用語が㐺ษに౑ࢃれて࠸

る。 

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑をࡶとにしてグ㏙して

 。る࠸

ᤵᴗ内で学ࡔࢇ人ᕤ▱能に㛵する▱㆑௨እにࡶ

⮬身が学⩦してきたことをࡶとにグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

グラࣇのㄞྲྀࡳり グラࣇのㄞྲྀࡳりができる。 グラࣇのㄞྲྀࡳりを཯論に活用して࠸る。 ⮬身の考えとㄞྲྀࡳりをࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

 �ント   ྜ計Ⅼ      㸭3࣓ࢥ

 

ホ౯⪅３                                1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ） 

㻌 Ｉ(基礎的知識) Ｃ(基礎的知識間のつながり) Ｅ(知の応用) 

ཎ✏用⣬の౑࠸᪉ 

᭩き᪉な࡝ 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の౑࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

᥋⥆モを౑って࠸る。また，౑࠸᪉が論理をㄝ

᫂するのに㐺ษである。 

１ᒎ㛤目で学⩦したことが生かࡉれて，཯論の文

❶が᭩かれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論理的なㄝ᫂のできるドᣐが

 。るか࠸れてࡉ♧

ドᣐをあࡆて࠸る。 ドᣐを㐺ษに解㔘して論理的にㄝ᫂して࠸る。 ⮬分⮬身の考えをドᣐにࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

཯論に࠸ࡘて ┦ᡭの考えを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ┦ᡭの考えに࠸ࡘて論◚できて࠸る。 ⮬分の考えが論理的に♧ࡉれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑・理解 人ᕤ▱能に㛵する用語が㐺ษに౑ࢃれて࠸

る。 

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑をࡶとにしてグ㏙して

 。る࠸

ᤵᴗ内で学ࡔࢇ人ᕤ▱能に㛵する▱㆑௨እにࡶ

⮬身が学⩦してきたことをࡶとにグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

グラࣇのㄞྲྀࡳり グラࣇのㄞྲྀࡳりができる。 グラࣇのㄞྲྀࡳりを཯論に活用して࠸る。 ⮬身の考えとㄞྲྀࡳりをࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

 �ント   ྜ計Ⅼ      㸭3࣓ࢥ

 

⮬ᕫホ౯                                1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ） 

㻌 Ｉ(Ideas)  

基礎的知識 

Ｃ(Connections) 

基礎的知識間のつながり 

Ｅ(Extensions) 

知の応用 

ཎ✏用⣬の౑࠸᪉ 

᭩き᪉な࡝ 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の౑࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

᥋⥆モを౑って࠸る。また，౑࠸᪉が論理をㄝ

᫂するのに㐺ษである。 

１ᒎ㛤目で学⩦したことが生かࡉれて，཯論の文

❶が᭩かれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論理的なㄝ᫂のできるドᣐが

 。るか࠸れてࡉ♧

ドᣐをあࡆて࠸る。 ドᣐを㐺ษに解㔘して論理的にㄝ᫂して࠸る。 ⮬分⮬身の考えをドᣐにࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

཯論に࠸ࡘて ┦ᡭの考えを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ┦ᡭの考えに࠸ࡘて論◚できて࠸る。 ⮬分の考えが論理的に♧ࡉれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑・理解 人ᕤ▱能に㛵する用語が㐺ษに౑ࢃれて࠸

る。 

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑をࡶとにしてグ㏙して

 。る࠸

ᤵᴗ内で学ࡔࢇ人ᕤ▱能に㛵する▱㆑௨እにࡶ

⮬身が学⩦してきたことをࡶとにグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

グラࣇのㄞྲྀࡳり グラࣇのㄞྲྀࡳりができる。 グラࣇのㄞྲྀࡳりを཯論に活用して࠸る。 ⮬身の考えとㄞྲྀࡳりをࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

 �ント   ྜ計Ⅼ      㸭3࣓ࢥ
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